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Ｍマガジン・サポーター（店舗情報の詳細は「音楽好きな友の会」公式ウェブサイトにてご確認下さい）
●公共機関 
・区役所 中原区役所５Ｆなかはらっぱ 中原区小杉町3-245　Tel.044-744-3113
・会館 川崎市国際交流センター 中原区木月祗園町2-2　Tel.044-435-7000
・会館 川崎市生涯学習プラザ 中原区今井南町28-41　Tel.044-733-5560
・会館 かわさき市民活動センター 中原区新丸子東3-1100-12 　Tel.044-430-5566
・郵便局 川崎井田郵便局 中原区井田中ノ町25-1　Tel.044-766-9724
・郵便局 川崎ブレーメン通郵便局 中原区木月1-31-5　Tel.044-455-1800
・郵便局 川崎木月郵便局 中原区木月住吉町11-12　Tel.044-411-9800
・郵便局 川崎木月大町郵便局 中原区木月大町11-27　Tel.044-722-3617
・放送局 かわさきFM 中原区小杉町1-403 武蔵小杉タワープレイス　Tel.044-712-1791
・推進協議会　 「音楽のまち・かわさき」推進協議会 幸区大宮町1310 ミューザ川崎セントラルタワー5階　Tel.044-544-9641
●元住吉西口（ブレーメン通り／井田中ノ町商店街通り）
・音楽教室 SouleaveMusic School 中原区木月伊勢町10-1三起ビル302　Tel.044-750-8992
・鉄板焼 ゆうき亭 中原区木月1-28-16　Tel.044-434-6999
・ヘアサロン キャメルヘアーデザイン 中原区木月1-32-10 中嶋ビル1F　Tel.044-872-7375
・カフェ 水谷珈琲 中原区木月1-32-16 1F　Tel.044-577-4288
・果物 フルッチョ 中原区木月1-35-1　Tel.044-433- 3338
・コーヒー専門 MUI  中原区木月3-13-2　Tel.044-767-1368
・イタリア料理 オステリアボッカーノ 中原区木月3-17-16 新井ビルB1F　Tel.044-411-1003
・音楽教室 島倉 学ミュージックスクール 中原区木月3-35-1ART FLATS B1F　Tel.044-567-5940
・音楽教室 有隣堂日吉センター 中原区木月4-31-7　Tel.044-411-5701
・コインランドリー マンマチャオ元住吉店 中原区井田中ノ町4-1 メゾンアッシュ　Tel.0120-027-217
・理容室 Hair Salon Airs  中原区井田中ノ町5-3 関根ビル1F　Tel.044-755-0273
・接骨院 井田名倉堂・栗山接骨院 中原区井田中ノ町6-27　Tel.044-766-0850
・ヘアサロン 波照間 中原区井田中ノ町8-1　Tel.044-797-5692
・デザイン制作 アルケファクトリー 中原区井田中ノ町8-43　Tel.090-4362-5413
・カフェ フォレストコーヒー 中原区井田中ノ町33-1　Tel.044-754-1156
・時計・貴金属 つだとけいてん 中原区井田中ノ町33-2　Tel.044-766-6022
・不動産 福街不動産 中原区木月祗園町12-1　Tel.044-750-0409
●元住吉東口（オズ商店街通り） 
・介護センター みずたま介護ステーション元住吉 中原区木月2-2-3 メゾンミール元住吉　Tel.044-430-6963
・鍼灸院 和式整体＆整心の『響氣』 中原区木月2-3-35 住吉名店センター40１  Tel.044-433-2880
・Cafe+Cake Baloo(バルー) 中原区木月2-7-8健庄ビル1F　Tel.044-789-9625
・介護センター ツクイ 中原区木月2-8-5MKビル1-B　Tel.044-431-0027
・古本・ＣＤ 凸っと凹っと 中原区木月2-10-3
・動物病院 シリウス犬猫病院 中原区木月2-10-6　Tel.044-789-9030
・調剤薬局 綱島街道薬局 中原区木月2-16-10　Tel.044-750-0374
・イタリア料理 自在屋 中原区木月4-10-6　Tel.044-433-5644
・STEAK ステーキグラム元住吉店 中原区木月住吉町7-7　Tel.044-433-4129
・音楽教室   PCK Music Studio（桂 宏美ヴォーカル教室）中原区木月住吉町21-5 鈴木ビル3F-D　Tel.070-5597-2230
・ライブハウス　  パワーズ2　 中原区木月住吉町21-5　Tel.044-455-0007
・音楽教室   Studio An（スタジオ・アン）  中原区苅宿4-48 　Tel 045-312-3146(横浜アオバ楽器)
●元住吉近郊 
・喫茶室 シンフォニー 川崎市幸区矢上11-1　Tel.044-599-3499
●武蔵小杉近郊 
・紅茶専門店・喫茶室 Tea House ローズマリー 中原区小杉町3-70-4 ホーユウパレス1F　Tel.044-733-1076
・蕎麦店 そば あさひや 中原区小杉御殿町2-42-7　Tel.044-722-1768
・珈琲店 Cafe TEMO（テモ） 中原区上小田中6-1-5　Tel.044-755-8234
・喫茶店 Coffee Spot Life（ライフ） 中原区上小田中6-22-13　Tel.044-722-0024
・喫茶店 ショップカフェハット 中原区新城1-16-12　Tel.044-788-0116
●元住吉外郭・他 
・調剤薬局 駒沢通り薬局 東京都目黒区中央町2-40-8　Tel.03-6412-7318
・写真 PHOTO SHOP 銀嶺 東京都港区六本木7-8-4　Tel.03-3408-5406
・レストラン＆バー Public House ぴあにしも 川崎区小川町16-15ヒロサワビル103号　Tel.044-201-1668
・調剤薬局 オレンジ薬局川和町店 横浜市都筑区川和町1218-1F　Tel.045-929-1005
・カフェレストラン カンファー・ツリー 横浜市中区海岸通1-1横浜貿易協会ビル　Tel.045-211-2200
・ジャズ喫茶 マシュマロ 横浜市中区山下町214 巴里堂ビル2F　Tel.090-2202-3294
・八百屋 八百屋ジャズ 東京都世田谷区等々力２丁目16-14　Tel.03-3701-3860
●宮城県仙台/群馬県
 ・カフェ Antique cafe OLD TIME 宮城県多賀城市高崎2-16-3　Tel.022-309-6728
 ・音楽教室 PCK Music Studio 大泉スタジオ 群馬県邑楽郡大泉町坂田5-21-6　Tel.070-5597-2230 
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そして音楽の旅は続く

2005年12月14日、ジャズシンガーとして待望の
リーダーアルバム「NEARNESS OF YOU/星乃けい」、
2006年12月20日「IN A SENTIMENTAL MOOD/
星乃けい」をＬＰ、ＣＤでリリース。 オーディオファン、
ジャズファンから高く評価支持される。

渋谷のJZ-Brat、観客は錚々たるメンバー
officialwebsite

https://www.hoshinokei.com

　ご縁があってヴォーカルスクールの
先生になっちゃった！どんなお手伝い
ができるのかしら？と思い、まずは勉強
のため、とあるスクールに生徒として
潜入（ごめんなさい）しました。
　「生徒」を体験してみると自分の思
うレッスンの方向が見えてきました。
生徒さんたちがめざすところは十人
十色ですが、お友達と過ごすように温
かくて楽しい時間のレッスンにしたい
なぁと思い、ピアニストかギタリストに
も入ってもらい、3人でワイワイとレッ
スンをすることにしました。楽しい時
間でありながら、信頼できるミュージ
シャンが一緒なので譜面の相談や指
導が可能ですし、その打ち解けた素
顔も知ることができます。
　何といってもJazzの現場感覚を体
験できます。Jazzはカラオケではな
いので、その時その時でイントロも違
うし、間奏の長さも変わるかも！自分で
出すテンポや、もしかしたらリズムも
間違うかもしれませんね。ミュージシャ
ンが一緒なら、さまざまな体験をさせ
てもらえます。そうやって、いろんな
ミュージシャンと親しく過ごしているう
ちに「お互いに尊敬や信頼が生まれる
んだなぁ」と気づけば、もうどこに唄い
に行っても楽しいですよ。
　もちろん、ヴォーカルの先生なので

　LIVE活動と先生の二足の草鞋で、
毎日が音楽だらけ、勉強だらけの素敵
な日々です。そんなある日、以前ホテ
ルのラウンジで唄うお仕事でお世話
になった会社から、お仕事依頼のお電
話をいただきました。世界一周の豪華
客船でショーをやりませんか？と。私は
世界一周の豪華客船に乗ったことな
い～、豪華で凄そうだけど良く分から
ない～。でも行きた～い！詳しいことを
お尋ねする前に「行きます！」即答しま
した。
　生徒さんにお願いしてレッスンをし
ばらく休講させていただきました。

歌のことも多少は口出ししますが、
ヴォーカリストの魅力はそれぞれに違
うので、教えるのはとても難しいです
ね。何かテクニックを教えるというより
も、むしろ「そこが魅力的だから、その
ままずっと変わらないでいて～」とお
願いすることもあります。もちろん歌
は上手い方が良いに決まっています
が、その人の魅力を失って欲しくない
のです。個人の魅力を失うと「ただ上
手いだけ」の凡庸なヴォーカリストに
なってしまいそうで。おそらく先生稼
業でいちばん学んでいるのは私自身
です。レッスンで気付いたことを自分
に当てはめて、恥ずかしく思うことが
何度もあって凹んでおります(笑)。　
　Jazzメインのレッスンですが、今ま
でいろんなジャンルを唄ってきたので
オールジャンルOK！　知らない歌にも
たくさん出会って新鮮です。

音友レコード倶楽部ＰＲ動画！
「音友レコード倶楽部」を
わかりやすく説明したＰＲ動画を是非ご覧ください。

常連の参加者との共同製作です。
撮影、編集はギター奏者の永瀬晋が担当。
新規参加の前に、ぜひご覧ください。
YouTube配信中。

ジャズボーカリスト

星乃けい

2020年4月に新型コロナウィルス感染症のため92歳で
惜しくも亡くなったアルトサックス奏者のLee Konitz を
取り上げます。1940年代から長期にわたって活躍した
Lee Konitzの独創的な演奏を聴きながら、その足跡を
辿ります。

持ち寄りタイムのご案内
毎月開催中のレコード倶楽部では、月毎の担当DJの「セレクト
による特集」の後、参加の皆さんが持参いただいたレコード、
CDをかけて鑑賞する「持ち寄りタイム」があります。持ち寄り
タイムでは皆さんの愛聴盤、秘蔵盤をご紹介いただき、鑑賞し
ています。ジャンルは問いません。持ち寄りタイムでは幅広い
ジャンルからご紹介をいただき、毎回、新たな音楽との出会い
があります。是非、レコード、CDを持参いただき、ご紹介くださ
い。もちろん、お手持ちのレコード、CDがなく、鑑賞のみの参加
も大歓迎です。

川崎市国際交流センター

●プロフィール：愛知県立芸術大学卒業。三重大学大学
院修了。各種コンサートなどに出演するほか、アウトリー
チ活動にも力を注いでいる。今年１月にはオペレッタ「メ
リー・ウィドウ」で主役のダニロヴィッチ伯爵を好演。近年
では日本語歌唱とその魅力を伝えるための活動をライフ
ワークとしている。東京室内歌劇場、日本演奏連盟所属。

●日時：2023年5月18日（木）
１2：00開場／１2：10開演／１2：40終演予定
●場所：川崎市生涯学習プラザ・１Fロビー
●料金：無料
●出演：山﨑英明/声楽（江野藍子/ピアノ伴奏）

第124回 ランチタイム・ロビーコンサート

外国人のための就職活動セミナー

川崎市生涯学習プラザ ●お問い合わせ
（公財）川崎市生涯学習財団
総務室 総務係
ロビーコンサート担当
TEL 044-733-5560
E-mail:concert@kpal.or.jp
川崎市中原区今井南町28－41 

●予定曲目
1.バスストップ
2.喝采
3.天城越え
4.カルチェラタンの雪
5.愛燦燦
6.さよならをもう一度

（03）

◎開催日時：5月4（木・祝）
開場:1３時15分/開演:13時30分/閉会:16時30分
◎開催会場（1６0名収容会場を使用）
川崎市国際交流センター・レセプションルーム
　※ソフトドリンク等の持ち込み可
◎参加費：1,500円 ※高校生以下500円
　 ※次回6月4日（日）を予定しています。
　　 詳細はＨＰをご覧ください。
    ※手の消毒、マスクのご持参をお願いします。
    ※音友レコード倶楽部ＰＲ動画配信中
       お問合せinfo@ontomo.jp

５月４日（木・祝）「Jazz Date」（ジャズファンの集い）プログラム

●お問い合わせ
川崎市国際交流協会
TEL 044-435-7000
FAX 044-435-7010
E-mail:kiankawasaki@kian.or.jp
ホームページ https://www.kian.or.jp 
川崎市中原区木月祗園町2-2
元住吉駅から、徒歩10分

Lee Konitz▶
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ミニッツ：夫婦漫楽デュオ。
2017年結成。横浜在住。正統
派ギター弾きの夫、オカリナ・
ハーモニカ・鳴物楽器等色々
な楽器を自由自在に操る妻。

「和の心」を随所に取
り入れた独自の演奏
スタイルで、目でも耳
でも楽しめるパフォー
マンス型ステージを展
開。「楽器本来の美しい音
色」×「夫婦漫才」で皆様に愛
される演奏家を目指してい
る。2023年2月1stアル
バム「静の中の動」をリ

リース。ホテルロビー、レストラ
ン・バーの演奏、音楽フェス、各種
イベント等で活躍中。

音友レコード倶楽部
レコードコンサートのプログラムは
Light & Jazz合同開催
●Jazz Date
「ジャズファンの集い」
●持ち寄りタイム
「持参レコード/ＣＤを楽しむ集い」
2023年5月4日（木・祝）
13：15開場/13：30開演
参加費：￥1,500
川崎市国際交流センター
レセプションルーム

音友レコード倶楽部
レコードコンサートのプログラムは
Light & Jazz合同開催
●Jazz Date
「ジャズファンの集い」
●持ち寄りタイム
「持参レコード/ＣＤを楽しむ集い」
2023年5月4日（木・祝）
13：15開場/13：30開演
参加費：￥1,500
川崎市国際交流センター
レセプションルーム

5月4日は“おどるポンポコリン”の誕生日！
1951年5月4日はブルースシンガー近藤房之助氏の誕
生日。近藤氏は当初ビートルズなどのヒットチャートを追い
かけ、ブルースシンガー「フレディ・キング」のアルバムを
購入したのをきっかけに、ブルース一辺倒になった。また、
最初はドラムを演奏していたが、その後ギター、ボーカル
に転向し、1990年にソロアルバム「You ' l l  never  
break my "HEART OF STONE l ive at  PIT  
INN"」でデビュー。同時に、アニメ『ちびまる子ちゃん』の
エンディングテーマ“おどるポンポコリン”で大ヒットした
「B.B.クィーンズ」を結成し、現在もソロを中心に活動を継
続しているとの事です。

●リー・コニッツのクールジャズ特集
担当：吉井ちづ子

連載44
●日時：2023年5月20日（土曜日）　10：00～12：00
●会場：川崎市国際交流センター ２Ｆ 団体活動ルーム　
●講師：方貞華［ほう ていか］（宇賢教育学院 院長）
●対象：外国人学生・外国につながる一般人
●定員：20名（先着順）  ●料金：無料
●内容：就職活動の基礎知識と流れ、マナー、
　面接の実践とQ＆A
●問い合わせ・申し込み：
　川崎市国際交流センター((公財)川崎市国際交流協会)
　TEL044‐435‐7000
　E-mail：soudan39@kian.or.jp

5
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神山 曻

　当初の僕は『クイーン』と言う名のバ
ンド名を知ってはいたが、人の意見に
影響され安い性格もあって「ダサい、時
代遅れのバンド」と彼らを認識してい
て、友人から「良い曲があるぞ」と勧め
られても今ひとつ食指が動くことがな
かった。
　ある日、渋谷のレコード店でプロ
モーションビデオが流れていた。『キン

グ・クリムゾン』を聴き入っていた頃
だったと思う。「ウィズ・ザ・ビートルズ」
のジャケットデザインを彷彿させる、メ
ンバーの顔がコントラストを際立たせ、
コーラスをしている映像が流れてい
た。それが『ボヘミアン・ラプソディ』の
プロモーションビデオだった。
　アカペラから始まり、バラード、オペ
ラ、そしてハードロックとなって最後に
バラードで締める。そんな構成にも驚
いた。
　数人の客に紛れて観いっていた僕
はすっかり虜になっていた。しかし、世
間の目を意識する僕は、「ダサいバン
ド」と言い放っていたため、買って帰り
たいLPをあきらめ、以後聴くことをし
なかった。
　それから40年以上経った2018年。
公開された伝記映画『ボヘミアン・ラプ
ソディ』を観てしまった。
　食わず嫌いのようにして、聴かず嫌
いで『クイーン』を翻弄したことに後悔
した。
　そのことを友人に話すと「ヴォーカ

前号の4月号の新連載、出村克明氏の「脱線ニューヨー
ク滞在記」において、作者未確認で記事を掲載してしま
いました。深くお詫び申し上げますとともに再度連載一
回からの記載とさせていただきますのでご了承くださ
い。今後、筆者との信頼関係を損なわぬように努めてま
いりますので何卒よろしくお願いいたします。

　僕がニューヨークへ行ったのは１９７
１年で１年２か月の滞在でした。僕の初
めての海外旅行でした。その頃日本
は、大阪万博が終わり田中角栄の「列
島改造論」、赤軍派の事件等今と変わ
らず色々ありました。１ドル３６０円の時
代でした。そしてベトナム戦争のさなか
でした、そんななか反戦運動が広がり、
連動してアメリカでヒッピー文化、フラ
ンスでは「五月革命」中国では「文化大
革命」、日本でも前述した赤軍派に繋
がる全共闘運動などが青年を中心とし
て広がりました。物質文明に対して価
値観の相違や今日大きなテーマになっ
てる広義の環境や人権の問題などが
云いだされ始めた時代でした。
　と、「そんな時代だったのかと今は考
える事が出来ますが、その時の僕は頭
の片隅にもありませんでした。無目的
の物見遊山気分でした。
　そんな時代のニューヨークへ
　飛行機は離陸しました。
途中、経由地アラスカのフェアバンク
スで停まり2時間くらいブラブラして
見ぃいったのは警官の様子、腰の拳銃
を低く挿してる、足を机の上に投げだし
てる。へえー西部劇とおんなじだと思
い最初のカルチャーショックでした。ケ
ネディ空港に着きましたが片道切符で
来た事で違う室に連れていかれ、通じ
ない問答をしてどうにか返されずに
ニューヨークへ。当てが外れてだれも
迎えに来てない。初めての公衆電話、
かけるのに戸惑いましたがどおにか通
じて、住所片手にタクシーに乗りました
（イエローキャブ）。日本のピカピカタク
シーとは大違い凹んでるし錆びてるし
でボールペンはダシュボードに刺さっ
てる、ドライバーは長髪で見た目ヒッ
ピーでした。ヒッピーがタクシードライ
バーだと感じ入りながら外を見ると初
めて見る大きなトレーラー（コンボイと
云うのかな）が高速道路を連なって走
り時折プオーと大きな警笛を鳴らして
ました。僕を迎えるように。
　居候先は偶々彼が日本に来た時に
友達になった柴田雄一郎さん（今は
ミッドタウンに移りニューヨークで活動
してる画家）のロフトでした。ロフトだと

クのため息」と紹介してました、その
シーンとナレーションよく覚えたまし
た。（同時期にシリーズで「ヨーロッパ
の夜」と云う題名の映画もあって逆光
で影を見せるストリップショーも思い出
しました。）僕は中学生時代家が近いこ
ととタダ券もあって飯田橋にあった『佳
作座』と云う映画館によく見に行ってま
したがこの映画もそこで見ました。そ
の屋上で僕はコールタールの匂いを嗅
ぎながら・・・・
　柴田さのんロフト三か月ほど居候し
ました。毎夜パーティーでした。その場
所はソーホーの真ん中で画廊等が立
ち並ぶウエストブロードウェーから２ブ
ロック、イタリアンセクションもチャイナ
タウンもすぐでした。
　ソーホーとかイーストビレッジは１９
６０年中頃からビートニクなどカウン
ターカルチャーの中心地だったグリ
ニッジビレッジから観念的に商業主義
を嫌う芸術家達が移った感じで、勿論
熱狂的ではないですが。後々ソーホー
へも行きましたが家賃の高騰もあって
かその頃とは大きく変わってました。
　その頃レオ・キャステリなどの画廊も
ミッドタウンからウエストブロードウエ
イに移って来ました、通りの角にはＯＫ
ハリスと云う大きな画廊もあり日本人
作家も展覧会をしてました、小野洋子
とジョン・レノンも移って来たと聞きま
した。ギンズバーグやバローズ、詩人達
も近いところにいたんでしょうね。

かソーホーとかはそれまであまり聞い
た事がなかったですがＮＹでは当時芸
術家達のトレンディーだったようです。
　言われた住所に着いて、タクシード
ライバーへのチップも初めてだったの
で戸惑いましたが、古いビルのドアの
前に老人が立っていたので「シバタ」と
云うと「Ｏｈシャバータ」で通じ、古い時
代（多分エレベーターが発明された時
代）そのままのエレベーターで７階まで
行きました。その日から全くイメージに
は無かったロフトの隅に居候する事に
なりました。
　のちのち知る事になったのですがそ
のビルのオーナーはマフィアでビッグ
ダディーと呼ばれ、ゴッドファザーのモ
デルだと真意のほどはわかりませんが
聞きました。
　で、今思うとエレベーターボーイの
おじいさんサリーも昔はマフィアの若
者でならしてたかもと、その時もファミ
リーの一人だったのでしょう、夜は居な
くて誰でもが動かしてました、彼が居る
時に勝手に動かすと怒られます。彼は
日本はキューバの隣ぐらいにあると
思ってました。
　ビッグダディーはイタリアンセクショ
ンで雑貨屋の様な店をしてましたが、
これで商売やってるのかって感じで数
えられるほどの少ない商品が埃をか
ぶってました。どういう訳か僕は短めの
Ｔ定規を買いました。彼はいつもは居な
いのですがその時はカーキー色の作
業着みたいのを着てました。そんな事
もあってそのロフトの屋上のコール
タール塗りの仕事をたのまれました。大
体ソーホーのロフトは昔繊維工場だと
か色々な家内工場だったのを芸術家
たちが借りだしたようです。なにしろひ
とフロア全部ですから小さめの体育館
て感じです。その屋上ですが昔「アメリ
カの夜」（トリユフォーの同名の映画で
はなく）と云うアメリカのクラブや
ショーを紹介して見せる映画の最初か
最後のシーンでヘレン・メリルが
“You’d be so nice to come 
home”・・・・ を多分その屋上かも知れ
ない屋上で風に吹かれ髪をなびかせ
た歌い、ナレーションで　「ニューヨー

団塊じじいのジャケ買い遍歴

食わず嫌いで損をした、クイーン

塚田 親一元住吉ミュージック・フェスティバル出演者説明会が終了
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クリード・テイラー傘下のアレンジャー達

 出村 克明
脱線ニューヨーク滞在記

1９７1年、初めてのニューヨーク・ソーホー暮らし

出村 克明（でむらかつあき）：
建築会社を営む
パーカッション奏者
コンセプチュアルアーチスト
ニューヨークを皮切りに欧州、アフリカ、中近東、
インド、他を二年余り旅。
シアトルでパーカッションをゲーリー・ハーディンに師事
現代アートでは空気、無を梱包して送る
エアメールアートを展開している。

　いつもお世話になっております。今月
も引き続きセッションなど実戦で役立
つフレーズをソウリーヴ・ミュージック・
スクール永瀬がお送りしていきます。
　今回もみんな大好きコンディミです
　前回同様構成音チェック！
Root,b9th,#9th,M3,#11th,5th,13
th,7thとなります　進行はFmへ向か
うⅡ-Ⅴ‐Ⅰを使用しまして、C7にCのコン
ディミをはめ込みます　早速譜例です
　図で確認していくとわかりやすいの
ですが、スケール内に色々な和音を作
ることができるんですよね　代表的な
例として今回はメジャートライアドを抽
出していく方法をご紹介　Cコンディミ

内Gb、A、Cのメジャートライアドが存在
するのがわかります　ギターで弾く場
合は横に３ｆ(短３度)ずらすだけで済ん
でしまうので、かなりイージーですね　

このように視覚的に連結させるだけで
も強烈な響きを作ることが可能ですの
で、是非自分だけのリックを作ってみて
ください　ではまた次回！

　先日、３年半振りに元住吉を訪れた。
かつては毎月のようにこの賑やかな街
並みを眺め、心躍るかけがえのない時
間を過ごしていたが、コロナ禍となって
からは、なかなか地元の静岡を抜け出
せない日々が続いていた。駅を降りて、
長いエスカレーターを下ってゆく光景
を見ると、まるで懐かしさと温かさが心
を包み込むようだ。またこの街に来るこ
とができて良かったと、思わず目頭も
熱くなった。
　久しぶりに元住吉を訪れることがで
きたのは、今回、とある撮影の機会に
恵まれたからである。これは、僕にとっ
て初めての挑戦となることだが、その
舞台がこの街であれば、こんなに頼も
しいことはない。「役者」への挑戦だ。音
楽を表現と捉えるならば、役者もまた
表現と言えるだろう。アプローチは違
えど、自らの身体や感性を活かして、視
聴者の姿を思いながら表現を行う。僕

手っ取り早くジャズっぽいフレーズ その5 コンディミスケール メジャートライアドの抽出

３年半 牧野 憲人
「くじら座」日記連載80

Course: Addicted to Guitar 永瀬 晋

ソウリーヴ・ミュージック・スクール
SouleaveMusic School
http://souleave-music.com/
元住吉駅徒歩3分、武蔵小杉駅徒歩13分
チケット制 音楽教室 Tel 044-750-8992
レッスンは8：00～22：00開始迄、詳細は要連絡

にとって、役者という新しい取組は、こ
の街から始まると言っても過言ではな
い。
　この４月に行われたMMFでも元住
吉に縁を持つことができたが、時が
経っても再び繋がりを持つことができ
るのは、決して偶然の産物ではないだ
ろう。この街や
この街に住む
方々、そしてこ
れまで応援し
てくださってき
た方々との関
係によって、ご
縁をいただけ
た結晶なのだ
と感じる。今回
の撮影を経て、
一体どんな作
品が公開され

るのか、ぜひお楽しみにしていただけ
ると嬉しい。
　寒かった風も彼方へ過ぎ去り、季節
はますます明るい方へと進んでゆく。
生温い風に身を委ね、素敵な未来が
待っていることを信じて、今後もこの街
を訪れたいと思う。

▲フレディ・マーキュリーがメンバー4人の誕生
星座をモチーフにデザインしたと言われるジャ
ケット。

 【編集部からのお詫び】

ルのタンクトップは、俺も馴染まなかっ
た」と慰めてくれた。
　そしてYouTubeで改めて聴くこと
になったが、やはり同時代で聴きたかっ
た音楽であったと改めて思うことに
なった。やはり食わず嫌いは後々まで
未練がましくなってしまうのだった。
　そういえば『ボヘミアン・ラプソディ』
グッズのごとく音楽もインターネットで
プロモーションビデオ付は当たり前と
なった。映像もお金をかけて凝ったも
のもあれば、シンプルにライブを流して
いるのもある。それにLPから聴く時代
は無くなり、スマホから音楽をイヤホン
で聴く時代となった。それなりに便利に
なったのだがレコードジャケットがそれ
なりにプロモーションビデオに変わっ
たのだろう。先日友人のミュージシャン
から「CDを出すのでデザインを」と依
頼があった。喜んで快諾したのだが
「CDを買う人はいるの？」と聞いてみ
た。「グッズです」と即答された。
　今や、CDすら楽曲発信の記念の
グッズとなったのだ。

　去る3月7日(火)の午後、出演バンド
への説明が行われ、今回はボランティ
アスタッフと一同に介しての説明会と
なりました。13時30分と15時30分の
2回に分け、会場となるホールで
「2023-MMF出演者への説明」とＭマ
ガジンの「出演者紹介号」などが配布
され、出席の代表演奏メンバーはホー
ルの好みな席で説明を受けました。最
後は演奏会場の案内および演奏メン
バーが会場の音響を試す楽器の音出
しで会場の雰囲気を確認して終わりま
した。
　説明の終わったホールでは各人楽
器の響き具合、トランペットで、またソ
プラノの後藤いちごさんはギター演奏
をバックに“サマータイム”を会場一杯
に響き渡る生声で歌っていました。ピ
アノの山崎綾子さんも音の響き具合を
試し「楽器本来の生音」の感覚を確認
していました。
　もちろん音響担当、ボランティアス
タッフも一緒に響き具合の確認をしま
した。後は前日のリハーサルを残すの
みとなり、「ＰＡを最小限で」の音響調
整シートの作成へと入りました。4月8
日(土)に向けて演奏しやすい環境にな

るようにとスタッフ一同作業導線など
確認しながら調整打ち合わせに頑張り
ました。
　また毎月発行の「Ｍマガジンの表紙」
を飾って貰えるモデル応募で「ミニッツ
（夫婦漫楽デュオ）」の応募が有り早々
にこの5月号の表紙をお願いしました。
　●出場者の方との話の中で「出場は
抽選ですか？」と聞かれました。
「元住吉ミュージック・フェスティバル」
の出場者選考は、応募の楽曲をスタッ
フ一同と外部の音楽監督と一緒に一
曲一曲聞きながら、出場選考をしてい
ます。説明会の時に紹介を省きました

が、改めてここに紹介します。
　■音楽監督：伊津野忠里（いづのた
ださと）：トロンボーン奏者、ビッグバン
ドアレンジャー。
第１回元住吉ミュージック・フェスティ
バルから楽曲選考、演奏者の立場での
音響、音場作りのアドバイザーをお願
いし、今回も音楽全般を携さわって頂
きました。現在はSwing Esquire 
Orchestra のアレンジャー、演奏で
元アルファミュージックのディレク
ター・有賀恒夫氏（荒井由実、サーカス
など担当）らと共に活躍中です。

　3月21日（火）はWBCで日本が準決
勝で勝利し、翌日の決勝戦を控えて朝
から話題になっていました。音友レコー
ド倶楽部も今回より「各集い」のDJが1
人で50分の担当に変更になり、参加
者の方々と団欒を楽しむレコード、ＣＤ
「持ち寄り時間」を増やしましたました。
初回は、昨年惜しくも亡くなられたアメ
リカの音楽プロデューサーのクリード・
テイラー。彼は古くはベツレヘムレコー
ドからインパルス、ヴァーブ、A＆M、
CTIなどいくつかのレーベルで活躍し
ました。ジャズの大衆化を図り、題材と
してクラシック曲や同時代のソウル・
ミュージックも積極的に採り入れ、クロ
スオーバーミュージックのブームを
作った立役者で、ボサノヴァを世界に
広めたジャズ・プロデューサーでもあり
ます。
　また、CTIにおける録音の大部分は
女房役であったレコーディング・エンジ
ニアのルディ・ヴァン・ゲルダーが担当
していました。その彼の元で活躍した
代表的なアレンジャー５人『ボブ・
ジェームズ(p)、エウミール・デオダート
(key)、クラウス・オーガーマン(p)、ド
ン・セベスキー(tb)、デイヴィッド・マ
シューズ(p)』を取り上げ、それぞれの
リーダーアルバムあるいはアレン
ジャーとして参加したアルバムから数
曲を聴いてもらいました。各アレン
ジャーに共通して言える事はジャズ奏
者としてはもちろん下地にクラシック
の要素も取り入れている事です。そし
てこの中で一番成功したと思われるの
がボブ・ジェームズです。以前はモダン
ジャズのピアニストとして演奏していま
したがクインシー・ジョーンズのアルバ

ム「Walking In Space」にピアニスト
として参加し、そこでテイラーと出会う
事となります。その後アレンジャーとし
て抜擢され、CTIで4枚のソロアルバム
も発表しました。CTIから独立後も数々
のソロアルバムの発表、フォープレイ
(スムーズジャズ、フュージョンのグ
ループ名)への参加と活躍の場を更に
広げています。本日はCTIにおける
ファーストアルバム「One／Bob  
James」（写真①）よりクラシックの作
曲家ムソルグスキーの“はげ山の一
夜”、ロバータ・フラック作曲でマリー
ナ・ショウも歌っている名曲“フィール・
ライク・メーキング・ラブ”をインストで
聴いてもらいました。２番バッターはエ
ウミール・デオダート。彼はブラジルの
ミュージシヤンで地元でも有名でした
が、更に飛躍したのがテイラーとの出
会いです。CTIにおけるファーストアル
バム「Prelude／Eumir Deodato」
よりフランク・シナトラ等が歌っている
ポップな“輝く腕輪とビーズ玉”、それ
以外にもアントニオ・カルロス・ジョビ
ンの曲を二人のアレンジャー「エウミー
ル・デオダート、クラウス・オーガーマ
ン」によってどの様に料理されている
かを聴き比べてみたり、ドン・セベス
キーアレンジによる「Bumpin'／Wes 
Montgomery」より“バンピン”、デイ
ヴィッド・マシューズアレンジによる
「Senor Blues／Urbie Green」より
“セニョールブルース”なども聴いても
らいました。持ち寄りタイムはイージー
リスニングの大家の一人マントヴァー
ニの“ウナ・セラディ東京” 、「Dreams
／Michel Colombier」（写真②）より
トゥーツ・シールマンスのハーモニカが

フューチャーされた“エマニュエル”、
「The Definit ive Col lection／
Lionel Richie」より“ハロー”、パット
メセニーが同名映画にインスパイアさ
れ、心が洗われるような透明感が漂う
ギター演奏「A Map Of The World
／Pat Metheny」（写真③）より“ア・
マップ・オブ・ザ・ワールド”、プリシラ・
パリスがビリー・ホリデイへ捧げたジャ
ズ・ヴォーカル集「Priscilla Loves 
Billie／Priscilla Paris」より“ジャス
ト・フレンズ、ヒーズ・ファニー・ザット・
ウェイ”、二人の偉大なテナーサックス
奏者、ベン・ウェブスター、レスター・ヤ
ングとオスカー・ピーターソンの共演盤
より“サンデー”、“アイ・キャント・ギブ・
ユー・エニシング・バット・ラブ”、そして
ボサノバの大名盤「Gets/Gilberto／
Stan Getz」（写真④）よりアントニオ・
カルロス・ジョビンとアストラッド・ジル
ベルトのボーカルの掛け合いが聴ける
“イパネマの娘”などを聴きました。
　最後は1979年朝霞市民会館にお
けるＤＡＭ生録音会の貴重な音職人と
呼ばれる故・行方洋一氏（元東芝音楽
工業のレコーディング・エンジニア、
オーディオ評論家）の“一発録り”録音
で「見砂直輝と東京キューバン・ボーイ
ズ＆デユーク・エイセス」（写真5）を聴
きました。前半はラテン特有のブラス
やリズムが刻まれる東京キューバン・
ボーイズによる“キエレメムーチョ、セ
レンローサ”、後半は東京キューバン・
ボーイズをバックに「デユーク・エイセ
ス」のコーラスによる“ジェリコの戦い、
思い出のグリーン・グラス”などを堪能
して本日の音友レコード倶楽部を閉会
しました。

藤田 順治

▲⑤見砂直輝と東京キューバン・
ボーイズ＆デユーク・エイセス

▲①One/Bob James  ▲②Dreams/Michel Colombier ▲③A Map Of The World/
Pat Metheny

▲④Gets/Gilberto/Stan Getz

全国のミュージシャン、そして音楽活
動に関わる人をネットワークしたい。
演奏の場を創り、ライブと楽曲の発信

活動を後押しが目的です。元住吉から
世界に向けて配信しています。い登
録アーチスト募集中！！演奏者の方々で
「モットンクラブ」から配信希望の演奏
動画を募集しています。（近郊で企
画、運営可能なスタッフも募集中）▲第2回元住吉ミュージック・フェスティバルの出演者説明会が川崎市国際交流センター・ホールにて行われました。
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